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1. はじめに 

  道路橋示方書 1)に示されるSM490等の普通鋼の自由突出板の耐荷

力曲線の式は座屈応力と降伏応力の比である𝜎𝑐𝑟 𝜎𝑦⁄ と幅厚比パラメ

ータRRによって規定されている．ステンレス鋼は普通鋼とは異なる

材料特性を持ち，明確な降伏棚を持たない．そのため既往の耐荷力曲

線でステンレス鋼の自由突出板を評価できるか検討する必要がある．

さらにステンレス鋼を鋼材に用いた自由突出板の弾塑性挙動のデータ

が少ないためデータを収集する必要がある．そこで本研究では幅厚比

パラメータRRが異なる３種類の SUS316を用いた十字断面鋼短柱の

軸圧縮試験により耐荷力データの収集をするとともに耐荷力評価式

について検討を行った． 

 2. 実験供試体 

  軸圧縮試験は，SUS316を使用した供試体 3体(R04，R07，R10)を用い

て実施した．本軸圧縮試験で対象とした十字断面鋼短柱の供試体概要図

を図-1，各供試体の構造諸元，幅厚比パラメータRRを表-1に示す．板厚

tを固定し，幅厚比パラメータRRがそれぞれ約 1.19，0.83，0.47となるよ

うに設計されている．また供試体高さは全体座屈が発生しないように設計さ

れている．ひずみゲージは全ての面に設置し，水平変位計はE面,S面のそれ

ぞれ 3箇所(後述の図-4~図-7)に設置した．また図-2に供試体に用いたSUS316

の引張試験から得られる応力―ひずみ関係を示す．  

3. 実験結果 

 軸圧縮試験は，大型２軸構造物評価装置を用いて，載荷速度は 0.005 mm/sec

で行った．図-3に各供試体の軸圧縮試験結果から得られた軸力(P)―鉛直変位

(δ)関係を降伏軸力Pyおよび降伏変位 δyにより無次元化したP/Py―δ/δy関係を示

す．降伏軸力Pyはミルシートに示された降伏応力σ𝑦=293(MPa)を用いて求め

た．この結果より幅厚比パラメータRRが大きくなるほど無次元化した時に最

大荷重が小さくなる傾向があることがわかる．また供試体R04およびR10

と，供試体R07ではP/Py-δ/δy関係に差異が見られた．供試体R04，R10は最大

荷重に達した後，緩やかに荷重が下がっていった．それに対して，R07は最

大荷重に達した後，急激に荷重が下がるという結果が得られた．SM490等の

普通鋼の場合，R10の場合でも一般的にR07のようなピーク後に荷重が低下

する挙動が見られるが，ステンレス鋼の場合は異なる結果となった．  
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図-1 供試体概要図 

表-1 構造諸元，幅厚比パラメータ 

図 -3  P/Py-δ/δy関係 
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図-2 引張試験結果 
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図-4~図-6に供試体R04，R07，R10

の面外変位推移図を示す． R04とR10

ではP/Py-δ/δy関係の 0.8 Pmax付近の非線

形化開始付近から面外変位が進展して

いる様子が見られる．それに対して

R07では 0.8 Pmax付近の非線形部分でも

小さな面外変位は見られたが，Pmax以

降に面外変位がより大きくなってお

り，R04とR07とは異なる挙動が見ら

れた． 

図-7に載荷試験の３回繰り返し時

の面外変位推移図を示す．３回繰り返

しは図-7の赤点から 0の点の間で載

荷を行った．こちらはその他の供試体

も似たような結果となったためR10の

場合のみ示す．３回繰り返しによる面

外変位の差はわずかなものとなってい

た． 

図-8に実験結果と耐荷力曲線の比

較を示す．ここで道路橋示方書 1)記載

の耐荷力曲線は式(1)，福本らが提案し

た耐荷力曲線 2)は式(2)のとおりであ

る．図より，供試体R04，R07，R10全

て耐荷力曲線の安全側にプロットされ

ている．軸力鉛直方向変位関係などは

異なったものの，このことより既往の

耐荷力曲線で評価できる可能性が示された． 
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4. まとめ 

本稿では SUS316を用いた十字断面鋼短柱の軸圧縮試験によって耐荷力特性

に関する情報を収集し，また既往の耐荷力曲線との比較を行った．幅厚比パラ

メータRRが 1.19の供試体のP/Py―δ/δy関係および面外変位遷移関係がSM490等

の普通鋼のものと異なる結果となった．また今回の軸圧縮試験結果より，既往

の耐荷力曲線により評価できる可能性が示された．SUS316製自由突出板の構造特性に関するデータは未だに不足してお

り，今後さらなる実験的および解析的研究によりデータを蓄積していく必要がある． 
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図 -5面外変位関係遷移図（R07） 

図 -4面外変位関係遷移図（R04） 

図 -6 面外変位関係遷移図（R10） 

図 -7面外変位関係遷移図（３回繰り返し，R10） 
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